
問　
現
在
の
中
学
生
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
は
、
安
全
性
に

優
れ
る
一
方
、
工
事
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
に
似
た
見
た
目

か
ら
、
登
下
校
以
外
で
は

着
用
し
に
く
い
と
の
声
も

あ
る
。
一
般
的
な
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
方
が
通
気
性
も

良
く
、
制
服
に
も
合
い
、

日
常
的
に
か
ぶ
り
や
す
い

印
象
を
受
け
る
。
先
進
地

域
で
は
複
数
の
デ
ザ
イ
ン

か
ら
選
べ
る
制
度
も
導
入

問 中学生用ヘルメットの見直しは

全
教
育
な
ど
、
よ
り
実
感

を
伴
う
学
び
を
導
入
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
や

街
乗
り
向
け
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
軽
量
で
通
気
性
も
良

く
、
休
日
に
も
着
用
し
や

す
い
た
め
、
着
用
促
進
が

期
待
で
き
る
。
令
和
８
年

度
か
ら
の
デ
ザ
イ
ン
変
更

を
検
討
し
て
お
り
、
選
定

に
は
教
員
だ
け
で
な
く
生

徒
の
意
見
も
取
り
入
れ
る
。

生
徒
も
選
択
に
関
わ
る
こ

と
は
着
用
率
向
上
の
た
め

に
も
有
効
だ
と
考
え
る
。

体
験
型
の
交
通
安
全
教
育

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体

の
事
例
を
調
査
し
、
本
村

に
適
し
た
形
の
導
入
を
検

討
す
る
。

問　
本
村
に
お
け
る
除
去

土
壌
処
分
実
証
試
験
事
業

の
進
捗
は
。

答　
原
子
力
機
構
・
原
子

力
科
学
研
究
所
敷
地
内
に

お
い
て
福
島
第
一
発
電
所

事
故
に
伴
う
除
去
土
壌
の

表
面
線
量
や
周
辺
放
射
能

濃
度
の
測
定
、
除
去
土
壌

埋
立
作
業
中
と
作
業
後
の

浸
透
水
へ
の
溶
出
試
験
、

問 除去土壌処分事業の進捗は
答 除去土壌埋設試験等で効果を実証

る
こ
と
、
埋
立
作
業
中
か

ら
埋
立
後
に
お
い
て
除
去

土
壌
の
飛
散
・
流
出
、
地

下
浸
透
な
ど
に
よ
る
周
辺

環
境
へ
の
影
響
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

本
事
業
の
成
果
は
、
環
境

省
の
除
去
土
壌
処
分
に
係

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
反
映

さ
れ
、
今
後
、
福
島
県
外

に
お
け
る
除
去
土
壌
処
分

に
活
用
さ
れ
る
。

問　
今
後
の
事
業
計
画
は
。

答　
策
定
さ
れ
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
除
去

土
壌
の
維
持
管
理
を
伴
う

埋
立
処
分
に
向
け
、
環
境

省
お
よ
び
原
子
力
機
構
と

の
調
整
を
進
め
る
。

答 令和８年度から新型導入予定

草
木
等
の
除
染
廃
棄
物

か
ら
分
別
し
た
除
去
土

壌
の
保
管
管
理
な
ど
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

除
去
土
壌
の
埋
立
作
業

に
伴
う
被
ば
く
線
量
が

年
間
１
ミ
リ
Sv
を
下
回

る
こ
と
、
覆
土
・
散
水

な
ど
が
作
業
者
へ
の
被

ば
く
対
策
に
有
効
で
あ

新政とうかい

宮
み や

本
も と

　翔
しょう

太
た

　議員

新政とうかい

松
ま つ

江
え

　秀
ひ で

明
あ き

　議員

環境省・関連自治体による草木等除染
廃棄物からの除去土壌分別作業の視察

新型ヘルメットのイメージ図

さ
れ
て
お
り
、
本
村

で
も
、
生
徒
が
か
ぶ

り
た
く
な
る
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
導
入
や
選

択
肢
を
広
げ
る
工
夫

が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
事
故
再
現
型

の
体
験
を
通
じ
た
安

一

般

質

問
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